
一
三
四

書体の覆刻

築
地
体
前
期
五
号
仮
名

小
宮
山
博
史

わ

が

国
の

本
文
用
仮
名
の

あ

り

か

た

を

示
し

た

記
念
碑
的
書
体

築
地
体
前
期
五
号
仮
名
は
、

明
治
二
七
（

一
八
九
四
）

年
六
月
改
正
『
五
号
明
朝

活
字
書
体
見
本　

全
★
図
三
四

』

収
録
の
見
本
か
ら
覆
刻
し
ま
し
た
。

た
だ
し

「
前
期
五
号
」

と
い
う
名
称
は
今
ま
で
使
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
名
称
は
府
川
充
男
氏

☆
註
四
四

が
命
名
し
た
も
の
で
す
が
、

印
刷
史
研
究

会
で
も
こ
の
名
称
を
使
っ
て

築
地
活
版
の
五
号
仮
名
を
分
類
し
て
い
ま
す
。

　
「
前
期
五
号
」

と
い
っ
て
い
ま
す
が
正
確
に
は
こ
の
仮
名
の
前
に
も
う
一
つ

の
五
号
仮
名
が
存
在
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は

模
索
期
の
書
体
の
特
長

で
あ
る
字
形
の
ぶ
れ
、

試
行
錯
誤
の
あ
と
が
わ
か
る

一
字
種
複
数
字
形
を
と

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

活
字
書
体
は
一
字
種
一
字
形
に
定
着
す
る
こ
と
で
、

ど
こ
に
使
わ
れ
て
も
同
じ
字
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
人
々
に
書
体
を
意
識
さ
せ



一
三
五

書体の覆刻

な

い

よ

う

に

な

り
、

そ

の

結
果
い

ろ

い

ろ

な

内
容
の

文
章
に
対
応
で

き

る

効
果
を

持
つ

こ

と

が

で

き

ま

す
。

で

す

か

ら

前
期
五
号
の

前
に
出
現
し

た

仮
名
は

い

わ

ば

暫
定
的
な

も

の

で

す
。

手
元
に

あ

る

築
地
体
前
期
五
号
仮
名
に

先
行
す

る

「
模
索
期
仮
名
」

を

使
っ

た

も

っ

と

も

古
い

印
刷
物
は
、

明
治
六
（
一
八
七
三
）

年
一
一
月
二
五
日
付
『
官
許
東
京
日
々
新

聞
』

第
五
四
一
号
で
す

★
図
三
五

。

こ

の

書
体
は

正
式
に

は

築
地
活
版
の

前
身
で

あ

る

平
野
活
版

で

作
ら

れ

た

も

の

で

す
。

本
木
昌
造
に

全
権
を
ゆ

だ
ね

ら

れ

た

平
野
富
二
は

明
治
五
年

七
月
新
鋳
の

五
号
活
字
を

持
っ

て

長
崎
か

ら

東
京
に
進
出
し

ま

す
。

東
京
日
々
新
聞
は

第
五
四
〇
号
（
一
一
月
二
四
日
）

か

ら

勧
工
寮
☆
註
四
五

製
の

活
字
よ

り

は

る

か

に

品
質
が

高
い

こ

の

平
野
活
版
の

新
鋳
五
号
に

一
挙
に

切
り
替
え

ま

す
。

第
五
三
九
号
ま

で

は
、

明
治
二

年
一
一
月
か

ら

四
ヵ

月
に

わ

た

っ

て

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

ギ

ャ

ン

ブ

ル

か

ら

活
字
制
作
・

活

字
印
刷
の

講
習
を

受
け
、

講
習
後
本
木
昌
造
達
と

袂
を
分
か

っ

た
人
達
が

拠
る

勧
工
寮

製
の

活
字
を
使
っ

て

い

ま

し

た
。

第
五
三
九
号
の

発
行
は

一
一
月
二
二
日
で

す

が
、

翌

二
三
日
は

休
刊
日
で

す

の

で

こ

の

日
に

活
字
す

べ

て

を

入
れ

替
え

た

わ

け

で

す
。

先
行
す

る

模
索
期
平
仮
名
は

文
字
の

大
小
が
目
立
ち
、

正
方
形
化
が

未
成
熟
で

す

が
、

平
仮
名
を

正
方
形
の

中
に
入
れ

る

な

ど

常
識
の
外
で

あ

っ

た
時
代
に
、

よ

く

こ

の

形
ま

で

も

っ

て

き

た

も

の

だ

と

感
心
い

た

し

ま

す
。

片
仮
名
の

横
画
は

水
平
で
細
く

右
端
に

は
明
朝
体
の
特
長
で

あ

る

「
ウ

ロ

コ
」

を
付
け

て

い

ま

す
。

こ

れ

こ

そ
明
朝
体
片
仮
名

で

す

が
、

漢
字
と
差
別
化
し

に

く

い

字
形
も

で

き

て

し

ま

う

の

で
、

こ

の

デ

ザ

イ

ン

は

破
棄
さ

れ

た

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん
。

模
索
期
仮
名
が

破
棄
さ

れ
、

前
期
五
号
仮
名
が
東
京
日
日
新
聞
に

登
場
す

る

の

は
、

明
治
七
年
五
月
一
四
日
付
第
六
八
七
号
で

す

の

で
、

制
作
時
期
は

明
治
六
あ

る

い

は

七

★
図
三
四
…
…
東
京
築
地
活
版
製
造
所
『
五
号
明
朝
活
字
書
体

見
本　

全
』（
明
治
二
七
年
六
月
改
正
）
収
録
の
仮
名
見
本
。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
「
え
」「
お
」
の
字
形
が
「
万
葉
仮
名
」
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
分
合
文
字
も
ま
だ
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。 

﹇
一
三
八
〜
一
四
一
頁
参
照
﹈

☆
註
四
四
…
…
府
川
充
男　
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
・
近
代
日
本
活

字
印
刷
史
研
究
家
。
著
書
・
共
著
に
『
組
版
原
論
』『
漢
字
問
題

と
文
字
コ
ー
ド
』『
本
と
活
字
の
歴
史
事
典
』『
日
本
の
近
代
活

字
』
な
ど
の
他
に
印
刷
史
、
組
版
、
漢
字
字
体
史
関
係
の
論
攷

多
数
。
昨
年
一
二
月
『
難
読
語
辞
典
』
を
大
田
出
版
よ
り
刊
行
。

今
年
三
月
に
長
年
の
書
体
史
研
究
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き

三
〇
〇
〇
頁
に
お
よ
ぶ
大
著
『
聚
珍
録
』
を
三
省
堂
よ
り
刊
行

す
る
。
印
刷
史
研
究
会
会
員
、
日
本
規
格
協
会
電
子
文
書
処
理

シ
ス
テ
ム
標
準
化
調
査
委
員
会
W
G
2
委
員
。

☆
註
四
五
…
…
勧
工
寮　
現
在
の
国
立
印
刷
局
。
ウ
イ
リ
ア

ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
印
刷
・
活
字
製
造
の
講
習
を
受
け
た
人
々

は
二
派
に
分
か
れ
、
一
つ
は
本
木
昌
造
の
新
町
活
版
所
に
ゆ
き
、

も
う
一
派
は
長
崎
製
鉄
所
に
残
り
、
後
に
東
京
に
移
り
工
部
省

勧
工
寮
活
字
局
と
な
る
。
組
織
の
改
編
に
と
も
な
い
名
称
を

次
々
と
変
え
て
昭
和
二
七
年
八
月
大
蔵
省
印
刷
局
と
な
り
、
平

成
一
五
年
四
月
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
と
な
る
。

★
図
三
五
…
…
模
索
期
の
五
号
仮
名
を
使
っ
た
『
東
京
日
々
新

聞
』
第
五
四
一
号
（
明
治
六
年
一
一
月
二
五
日
）
勧
工
寮
製
の

活
字
か
ら
平
野
活
版
の
活
字
に
替
わ
っ
た
の
は
二
三
日
の
第
五

四
〇
号
で
あ
る
が
、
五
四
〇
号
に
は
平
仮
名
は
使
わ
れ
て
お
ら

ず
、
五
四
一
号
に
平
仮
名
が
使
わ
れ
て
い
る
。
片
仮
名
で
ル
ビ

を
振
り
、
返
り
点
送
り
が
な
も
使
っ
て
い
る
。

﹇
一
四
二
〜
一
四
三
頁
参
照
﹈



一
三
六

書体の覆刻

年
と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す
。

種
字
彫
り
師
は
明
治
五
年
に

入
社
し

た

竹
口
芳
五
郎
で

し

ょ

う

か
。

前
期
五
号
仮
名
に

切
り

替
わ

っ

た

と

い

っ

て

も
、

第
二
面
の

「
報
告
」

（
広
告

で

す

）

は

以
前
の

仮
名
を

使
っ

て

組
ん

で

い

ま

す
。

平
仮
名
の

何
字
か

は

ま

だ

古
い

も

の

が

残
っ

て

い

ま

す

し
、

新
旧
の

も

の

が

混
在
し

て

使
わ

れ

て

も

い

ま

す
。

こ

の

新
刻

の

仮
名
は

文
字
に

傾
き

の
ゆ

れ

が

あ

り
、

大
き

さ

に

大
小
は
残
っ

て

い

ま

す

が

模
索
期

仮
名
に

く

ら

べ

正
方
形
へ

の

定
型
化
は

格
段
に
進
ん

で

い

ま

す
。

字
形
や
線
質
に

は

今

の
書
体
に

見
ら

れ

な

い

躍
動
感
が

あ

り
、

荒
削
り

な
造
形
に

創
成
期
の

意
気
込
み

が
感

じ

ら

れ
、

美
し

い

書
体
の

ひ

と

つ

で

す
。

し

か

し

片
仮
名
は

水
平
な
横
線
、

先
端
の

ウ

ロ

コ

な

ど

模
索
期
仮
名
を

そ

の

ま

ま

使
っ

て

い

ま

す
。

こ

の

平
仮
名
は

そ

の

造
形
の

新
鮮
さ

と

美
し

さ

に

よ

っ

て
、

日
本
を

代
表
す

る

本
文

書
体
と

し

て

多
く

の

活
字
鋳
造
所
か

ら

販
売
さ

れ
、

ま

た

部
分
的
に

改
刻
さ

れ

な

が

ら

長
期
間
に

わ

た

り

使
わ

れ

続
け

た

も

っ

と

も

ポ

ピ

ュ

ラ

ー

な
書
体
と

な

り

ま

し

た
。

第
六
八
七
号
は

マ

イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム

か

ら

の

複
写
資
料
し

か

な

く

見
に

く

い

の

で
、

手
元
に

あ

る

第
七
六
五
号
（
八
月
八
日
）

を

図
版
と

し

て

掲
載
し

ま

す

の

で

ご

覧
く

だ

さ

い★
図
三
六。で

は

な

ぜ

日
本
で

五
号
活
字
が

本
文
用
と

し

て
定
着
し

た

の

で

し

ょ

う

か
。

明
治
二

（

一
八
六
九
）

年
一
一
月
上
海
か

ら

明
朝
体
六
サ

イ

ズ

を

導
入
し

た

と

き
、Sm

all Pica

（
一
一
ポ
イ
ン
ト
、五
号
。

角
寸
法
約
三
・
七
ミ

リ

）

が

上
海
の

北
米
伝
道
会
印
刷
所
の

本
文
用
と

し

て

使
わ

れ

て

い

ま

し

た

が
、

大
き

く

も

な

く

小
さ

く

も

な

く

適
当
な

大
き

さ

と

本
木
昌
造
等
は
感
じ

た

の

か
、

あ

る

い

は

そ

ん

な

に

複
雑
に

考
え

ず

た

だ

倣
っ

た

だ

け

な

の

か
、

わ

か

り

ま

せ

ん
。

寧
波
に

着
任
し

た

ウ

イ

リ

ア

ム

・

ギ

ャ

ン

ブ

ル

は

欧
米
人
に

と

っ

て

の
基
本
サ

イ

ズ

で

あ

るPica

（
一
二
ポ

イ

ン

ト

）

で

漢
字
活
字
を

作
ら

ず
、

明
確
な

意
志
を

も

っ

て

一
ポ

イ

ン

ト

小

★
図
三
六
…
…
前
期
五
号
を
使
用
し
た
『
東
京
日
々
新
聞
』
第

七
六
五
号
（
明
治
七
年
八
月
八
日
）
こ
の
号
に
は
ル
ビ
は
あ
る

が
、
返
り
点
送
り
が
な
の
使
用
は
見
ら
れ
な
い
。

﹇
一
四
四
〜
一
四
五
頁
参
照
﹈



一
三
七

書体の覆刻

さ

い

サ

イ

ズ

で

開
発
し

た

と

思
う

の

で

す

が
、

そ

の

理
由
は
残
念
な

が

ら
資
料
も

な

く

現
在
の

と

こ

ろ

わ

か

り

ま

せ

ん
。

そ

れ

ま

で

は T
hree-line D

iam
ond

（
四
号
、一
三
・

五
ポ

イ

ン

ト

）

が

本
文
用
漢
字
活
字
と

し

て

世
界
各
地
で
使
わ

れ

て

い

ま

し

た
。

種
字
制
作
が

金
属
材
へ

の

直
刻
か

ら

彫
り

や

す

い

木
材
へ

の

直
刻
に

か

わ

っ

た

こ

と

も

た

し

か

に
原
因
に

は
違

い

あ

り

ま

せ

ん

が
、
一
挙
に
二
・
五
ポ

イ

ン

ト

小
さ

く

し

た

の

は

な

ぜ

で

し

ょ

う

か
。
な

ん

だ

か

鉛
を
飲
み
込
ん

だ

よ

う

な

気
分
が

ず

っ

と

続
い

て

い

ま

す
。

と

も

か

く

も

日
本
で

は Sm
all Pica

一
一
ポ

イ

ン

ト

を

本
文
活
字
の

サ

イ

ズ

と

決
め

た

こ

と

で
、

こ

の

の

ち

こ

の

活
字
を
基
本
と

す

る

タ

イ

ポ

グ

ラ

フ

ィ

の

シ

ス

テ

ム

が
確

立
さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す
。

⦿
組
版
仕
様

　
書
体
＝
ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
Std W

4
（
漢
字
・
欧
文
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）＋
築
地
体
前
期
五
号
仮
名
（
仮
名
，
「
日
本
の
活
字
書
体
名
作
精
選
」
よ
り
）

　
見
出
し
＝
サ
イ
ズ
：
60
級
／
本
文
（
p.134

）＝
サ
イ
ズ
：
24
級
，
字
送
り
：
30
歯
，
行
送
り
：
36
歯

　
本
文
（
p.135

～
p.137

）＝
サ
イ
ズ
：
16
級
，
字
送
り
：
20
歯
，
行
送
り
：
30
歯
，
1
行
：
33
字
詰
め
・
22
行

⦿
発
行
＝
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
　
⦿
デ
ザ
イ
ン
・
組
版
＝
向
井
裕
一
（
glyph

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
2005.03.18

）

★
築
地
体
前
期
五
号
仮
名
（
一
五
級
）

★
築
地
活
文
舎
五
号
仮
名
（
一
五
級
）

★
築
地
体
後
期
五
号
仮
名
（
一
五
級
）

★
游
築
五
号
仮
名Std W

3

（
一
五
級
）
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書体の覆刻



一
三
九

書体の覆刻



一
四
〇

書体の覆刻



一
四
一

書体の覆刻



一
四
二

書体の覆刻



一
四
三

書体の覆刻



一
四
四

書体の覆刻



一
四
五

書体の覆刻


